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（背景・目的） 

将来的な気候変動による気温上昇や降雨の変化により、かび毒の汚染が深刻化

する可能性があるため、その汚染機序や動態等の解明や簡易迅速な検出手法、そ

して低減対策を確立するほか、気候変動がかび毒汚染に与える影響について予測

していく必要がある。 

そこで、国内における気候変動とかび毒の産生菌分布変化との関係を予測するモ

デルの開発、大麦中のかび毒（DON、NIV）の分析技術の高度・迅速化、及び農産物

中のかび毒を低減するための管理手法開発を行う。 

（研究項目） 

小課題１． かび毒産生菌分布の実態把握と気象要因の関連の解析 

主要なかび毒産生菌の国内における分布実態と優占菌種の変遷を解析し、今

後予測される気候変動下のかび毒産生菌の分布変化に伴うリスクを評価するた

めのモデル開発を行う。 

小課題２．かび毒分析技術の高度化と栽培管理による麦子実のかび毒蓄積の変動解析

麦類赤かび病菌が産生するデオキシニバレノール（DON）、ニバレノール（NIV）

等の簡易迅速分析を可能にする ELISA キットや、子実内の DON 等の局在を明ら

かにする低分子イメージング技術の開発をめざすとともに、生産段階での栽培管

理による汚染低減技術について検討を行う。 

・多岐にわたり、難度の高い研究計画を計画通りに進めている。規格基準設定の動

き等を踏まえ、行政からの要望に応じて、必要な計画の見直しが適切に行われて

おり、課題ごとに進捗状況にばらつきはあるが、全体としてはほぼ計画通りに進捗

している。

・小課題１で行っているアフラトキシン産生菌の分布調査については、過去の調査で

は、本州にはほとんど分布していないとされたアフラトキシン産生菌が、本州でも

検出されることを明らかにしており、リスク管理措置の検討に活用できる知見と言

える。ただし、アフラトキシン産生菌については菌が検出されるか否かだけでなく、

実際にアフラトキシンが農産物から検出されるか否かも重要であるので、今後分

析が行われ、分布に係るデータとともに公表されることを期待する。なお、公表の

際には風評被害がないよう十分留意いただきたい。

・小課題１で取り組んでいる、気候変動によるかび毒産生菌の分布予測モデルの構

築については、系統的レビューと気象条件の区分化で分布北限を予測し分布可能

域の将来変化を捉えている点は十分な先導性がある。今後、更にデータを収集す

ることで、行政施策・措置の検討、決定に活用できるようになることを期待する。

・小課題２で取り組む、赤かび毒素検知の高度化では、科学的知見をもとに社会実

装を目指した研究を実施し、ELISA キットの開発等生産現場での導入に繋がる成

果が得られている。導入の実現に当たっては、論文や知財化を図るとともに、価格

設定への配慮等、市場で受け入れられる措置を講じる必要があると考えられる。

・小課題２で取り組んでいる質量分析イメージング法を用いたかび毒分布評価技術

の開発は、それ自体先導的な研究である。赤かび病汚染穀物中のDON、NIV及び

その誘導体（アセチル体および配糖体）の可視化に取り組んでいるが、かび毒汚

染の進行過程等が明らかになることが期待され、今後、他のかび毒についても応

用可能性がある。
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必要に応じて
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つ、継続して研究

を実施すること。

＜総括評価の説明＞

A：研究実施計画どおり、又は計画以上に進捗しており、引き続き運営チームと連携し、継続して研究を実施することが妥当である。 

B：研究の進捗は遅れているが、一層の努力により研究を実施すれば、研究目標の達成は可能と見込まれる。 

C：研究の進捗が遅れており、運営チームと協議し、研究実施計画を見直した上で研究を実施することが妥当である。 

D：研究計画を見直しても目標を達成できる見込みが低いことから、研究課題を中止することが妥当である。 


